
いみず塾開講 論語学びませんか？

　「論語」は不思議な魅力に満ち溢れています。論語を読んでいる人には目に見えない、素敵な贈りものが
届きます。でもそれはいつ？どんな形で届くのか誰にもわかりません。
　よく人生は決断の連続と言われますが、「論語」の言葉は、人の心の奥底に眠っていて、いざという時に
姿をあらわします。迷ったとき、困ったときその心の支えや助けとなり、「適切な決断」へと導いてくれます。
　また、人はいかに生きるべきか、リーダーはどうあるべきかなど様々な切り口で伝えてくれます。リーダー
シップを発揮できるかどうかは、ひとえにその人がどう生きるかです。
　「大人のための論語」「子供と一緒に学ぶ論語」の２コースを開講します。皆様お誘い合わせの上、多数
ご参加いただきますようご案内します。なお、第２回目は平成 28 年３月 6 日（日）を予定しております。

コ ー ス 名
内 容

Ａコース Ｂコース

子供と一緒に学ぶ論語
（保護者様１名＋お子様１名）

大人のための論語

開 催 場 所 射水市高周波文化ホール　３階研修室
射水市三日曽根３－２３　電話 ８２－８４００

開 催 時 間 １１：００～１２：００
（受付10：30〜）

１３：３０～１５：３０
（受付13：00〜）

受 講 料
テキスト代

１,０００円
（お子様１名追加につき５００円追加）

＋ １,１００円（テキスト代）
使用テキスト　ポプラ社「こども論語塾」

３,５００円
（本所会員の方は３,０００円）

＋ １,６００円（テキスト代）
使用テキスト　論語普及会「仮名論語」

定 員 ５０組（１００名） １００名

＊各コース定員になり次第締め切らせていただきます。
＊既にテキストをお持ちの方はテキスト代は不要です。
＊お子様は小学生・中学生を対象とします。

申込方法 参加申込等は裏面をご覧くだい。 射水商工会議所　担当：向田（むくた）
電話 ８４－５１１０　ＦＡＸ ８４－５２４５

お問い合わせ先

　射水商工会議所では、人材こそ「地域の資源」と考え、経済界のみならず、政治・行政・
教育等の各界の人材育成と次世代リーダーの養成を目的に「いみず塾」を開講します。
　今年度は私たちの生活の中に息づいている「孔子の教え（論語）」を題材に、信頼され
るリーダーになるための「心の育成」を主眼に開催します。ぜひこの機会に「論語」を
学びませんか？

第1 回目

8月9日日

安 岡 定 子 先生

1960 年東京都生まれ。二松學舎大学文学部中国文学科卒業。
漢学者・安岡正篤の孫。論語講座の第一人者として知られ、「こども論語塾」講師とし
て全国に 25 ヶ所の定例講座を持つ。著書に『はじめての論語』（講談社）『心を育てる
こども論語塾』（ポプラ社）『子や孫に読みきかせたい論語』（幻冬舎）などがある。

講  師



主催：射水商工会議所 　射水市本町２－１０－３５
　　　電話 ０７６６（８４）５１１０　ＦＡＸ ０７６６（８４）５２４５
後援：射水市・射水市教育委員会・射水市ＰＴＡ連絡協議会・
　　　射水市商工会・射水ケーブルネットワーク㈱

送信先ＦＡＸ番号：0 7 6 6 - 8 4 - 5 2 4 5

８月９日日 開講　いみず塾 参加申込書

コ ー ス 名

Ａコース
【子供と一緒に学ぶ論語】

テキスト申し込み（　　　）冊

Ｂコース
【大人のための論語】

テキスト申し込み（　　　）冊

＊希望されるコースを○で囲んでください。
＊テキストを申し込みされる場合は（　）に希望数をご記入下さい。

参加者氏名

（代表者又は保護者名）

（　　　歳） （　　　歳）

参加者住所

〒 〒

Ｔ Ｅ Ｌ

Ｆ Ａ Ｘ

事 業 所 名
（会員の方のみご記入ください。）

＊本申込書にご記入いただきました個人情報につきましては、本人確認や受講者名簿等の作成など、本所事業実施
のみに使用します。

お申込方法

①上記申込書にご記入頂き、本所窓口、郵送、ＦＡＸにてお申し込みください。また、本所ＨＰからもお申込みで
きます。申込書が本所に届きましたら、受講料を納付頂くための、振替払込請求書（ゆうちょ銀行：手数料無料）
をお送りしますので、最寄のゆうちょ銀行より受講料・テキスト代をお納めください。

②入金確認後、受講証をお送りします。（当日ご持参ください）定員になり次第締め切らせて頂きます。

＊詳細についてはＨＰをご覧ください。 検 索

次回予告
開催

第2 回目

H28. 3月6日日

　「故きを温ねて新しきを知る」「過ぎたるは猶及ばざるが如し」など私たちの身近には『論
語』由来の言葉がたくさんあります。『論語』は、古来日本人に愛され、その精神世界を作っ
てきました。
　難しい古典と思われがちですが、そんなことはありません。実はとてもシンプル。人にとっ
て大事なものは、仁－思いやりの気持ち－という考え方で貫かれています。大きな声で素読
し、漢文独特の美しいリズムを楽しみ、名文を味わいたいと思います。
　皆様の受講をお待ちしています。� 安 岡 定 子　


